








要 約 

 未熟児のくる病発生予防として投与する1α-D3の効果を,最もriskの高い1000g未満の

超未熟児症例で検討してみた。全身状態が比較的落着く生後 2～3週より 1α-D3 0.128/㎏

/dayを経口投与,さらに体重増加の著しくなる在胎34週相当前後より搾母乳にかえ,Ca,P,

の補給もかねミルクを投与した。その結果,昨年のより大きな未熟児(1500g 前後が主体)に

比し,X 線上のくる病変化をみる症例はなかったが,明らかな改善傾向は見出し得なかった。

超未熟児のくる病発生予防には 1α-D3 のみでなく,Ca,P さらに Mg の補給が示唆された。 


